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2．共同研究︓採択されました。

こちらの共同研究に採択されました。

1年間、2000万円、助成率100%。

2つのテーマがあり、ロボットが多い。
通信は募集が少なく、チャンス︕
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3．共同研究︓無事完了

6⽉末で無事達成し、報告書を提出。
先週には、経理のチェックも終了した。

＜PC部＞＜無線部＞
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4．お客様第⼀号

第⼀号の出荷が決定︕

順調な滑り出し、、、︖

半導体不⾜を
   乗り越えねば︕

電波新聞2022.07.18
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5．共同研究の概要

開発１︓
 RF部の開発

開発２︓
 OSSベース基地局

開発３︓
 低遅延解析の開発
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6．5Gの構成

※結局、RANすべて
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7．RF部の開発

PA (Power AMP)
空中線電⼒︓100mW

LNA (Low Noise AMP)
受信感度︓-50dBm

ラジアン︓加藤様に
設計頂いた。
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8．RF部の開発︓PA特性

隣接チャネル漏洩(ACP)

4.7GHz, 40MHz帯域

ACP︓-44.39dB 達成

規格上は-43dB以下



＜OSSによるローカル5G基地局実験キットの開発＞2022.07.27 Rev02 Page - 9iTR-ADI-Z029 / 26

9．SDR部

FPGA部
アイダックス製
Xilinx MPSoC XCZU4CG

 80GbE(QSFP28), 1GbE(RJ45)
 PS DDR4: 16GB, PL DDR4: 8GB
 SIM: 2 slots, PMOD: 2 ports
 USB Type-C, Mini Display Port

FMC: x8 Lanes

TRX部
 Analog Devices: AD9986評価ボード
 MxFE: 
 6GSPS ADC, 12GSPS DAC

DDC(Digital Down Converter)
DUC(Digital Up Converter)

 200MHz – 1GHz 帯域
 RF周波数 – 7.5GHz
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10．ケース外観

※2Uの５“ベイサイズとして、PC組込み可能。

※縦置き、横置きも検討 設計製造︓ポルックステクノ株式会社
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11．プログラム開発担当者

※データ転送
 122.88MSPSxI/Qx16bit
 = 491.52MB/sec

※4+1=5名で開発

 FPGAロジック︓Fさん
 9986ドライバ︓Hさん
 iHD/UHD︓N⽒
 OAIアプリ︓T⽒
 無線全般︓Nさん
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12．FPGAロジック概要

※5GはTDD(Time Division Duplex)、タイミング制御が厳しい︖

※ソフトが、受信のTS(Time Stamp)を読み、送信にTSを指定する。
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※OSSのコミュニティ

※2019年から弊社もメンバー

13．Open Air Interfaceとは︖
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※最速300Mbpsのデモ

※5G-NTNが話題(ルクセンブルグ)

※AMD(Xilinx)のアクセラレータ

14．Open Air Interface: Workshop2022、先々週開催
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15．Open Air Interface: ドライバ開発

※X310からの移植を進める。

※iHDを独⽴が望ましいが、
 UHDの配下の構成とし、
 X310とZU2を⽐較して
 デバッグを⽤意とした。

設計協⼒︓リベラルロジック(株)
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16．実験⾵景︓PC同⼠の疎通

noS1モードの疎通

不完全な写真ですが、



＜OSSによるローカル5G基地局実験キットの開発＞2022.07.27 Rev02 Page - 17iTR-ADI-Z029 / 26

17．実験⾵景

OPPOスマホ
Ubuntuの画⾯に表⽰

ゲーミングPC
Intel Core-i9



＜OSSによるローカル5G基地局実験キットの開発＞2022.07.27 Rev02 Page - 18iTR-ADI-Z029 / 26

18．動作画⾯

OPPOスマホ
iDAQSが通信事業者︖

USRPのSDRマシン
16QAM, LTEの疎通
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19．都産技研様での実験(1/3)

※市販のバンドパスフィルタ(BPF)を使い、
 通信品質(EVM)を評価する。

＝＞群遅延の影響でBPFは使えない。
  LPFを採⽤することにした。 
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20．都産技研様での実験(2/3)

※SIMの認証を検証する

キーサイトの
基地局シミュレータを使⽤

OAIの設定を書き込む

OPPOのスマホにSIMを挿⼊

弊社作成のSIMの信頼を
担保することが出来た。
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21．都産技研様での実験(3/3)

※認証プロトコルを⽐較する。

端末はQuectelの同じもの

基地局エミュレータと
OAI基地局が同じメッセージの
やり取りを確認した。

- DL: Master Information Block
- DL: System Information Block (SIB1)
- DL: System Information Block (SIB2)
- DL: System Information Block (SIB3)
..............
- DL: MIB
- DL: SIB1
- UL: NR Msg1
- UL: NR Msg1
- DL: NR Msg2
- DL: NR Msg2
- UL: NR Msg5
- UL: RRC Connection Setup Request (NR Msg3)
- DL: RRC Connection Setup (NR Msg4)
- UL: RRC Connection Setup Complete
- UL: Registration Request
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22．⼯事設計認証(技適)

技適サポートの会社と
年間契約した。
CQ研究所様

0.1Wと0.03Wの2種類
北海道、東北⼀部に制限

試験を3回実施した。
１．30MHzのスプリアス
２．TDDのバースト確認

期限ギリギリの6/27に
認証されました。
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23．開発協⼒︓Firecell

※開発を依頼し協⼒を得た。

※毎週WEB会議しサポート。

https://firecell.io/
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24．今後の協⼒会社︓VVDN Technologies

※従業員8000⼈、5G技術者:800⼈

※RU/DU/CU/5GC全て商⽤レベルで
 実績のある企業

※XilinxのIPレベルも提供
  ＞LDPC Offload 
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25．デモ展⽰

※このテーブルの上に５Gがあります。
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26．最後に

ローカル5Gは、まだまだこれからではないでしょうか︖

弱⼩の⽇本では協⼒が必要。⼀緒に開発・研究しませんか︖
OAIはカスタマイズ出来ることが研究向き︕

キラーアプリを探せ︕

スライシング、オーケストレーティング、MEC
SIer様︕連携しませんか︖


